
柏崎市の人口動向及び

将来人口の推計

資料Ｎｏ．９

柏崎市



１．これまでの柏崎市の人口動向

１）人口：住民基本台帳

• 昭和53年の柏崎刈羽原子力発電所の着工により工事関係者等の人口が増加しま
したが、平成７年の約8.9万人をピークに減少に転じました。

• 平成17年には高柳町、西山町を合併して約9.4万人に増加しましたが、再び減少
に転じました。

• 平成26年現在の人口は、約8.8万人となっています。

※調査時の市域における人口で各年9月末現在

※平成24年7月9日より外国人住民も日本人と同じく「住民基本台帳法」が適用されたため、平成24年7月31日現在の住民基

本台帳人口・世帯数より外国人住民を含んだ数を表示します。
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• 1995年には、40代後半とそのジュニア世代となる１0代及び団塊の世代が多
かったものの、経年とともに世代の分布はそのままスライドし、全体的に高齢化
しています。

• いずれの時点でも20代前半の女性の人口の落ち込みが大きく、この層の市外へ
の流出が大きくなっています。

１９９５年 ２０００年

２００５年 ２０１０年

２）５歳階級別の人口：国勢調査
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３）世帯：住民基本台帳

• 世帯数は一貫して増加傾向にあります。
• 平成7年以降は平成17年の合併による増加を除き、緩やかな増加傾向であり平成
26年は約3.5万世帯となっています。

• 平均世帯人員は減少が続き、平成12年に3.00人／世帯を下回り、平成26年は
2.56人／世帯となっています。

※調査時の市域における人口で各年9月末現在

※平成24年7月9日より外国人住民も日本人と同じく「住民基本台帳法」が適用されたため、平成24年7月31日現在の住民基

本台帳人口・世帯数より外国人住民を含んだ数を表示します。
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４）人口動態（出生・死亡と転入・転出）：住民基本台帳

• 出生数は、平成12年から平成19年までは微増減を繰り返しながらも概ね横ばい
でしたが、最近では減少傾向にあり平成25年は587人となっています。

• 死亡数は、平成17年以降は概ね1,000から1,100人程度で推移していますが、
平成25年は1,153人と若干の増加傾向がみられます。

• 転入・転出は、近年はともに減少傾向にあります。平成12年以降は一貫して転
出が多く、平成25年は転入1,727人、転出2,147人となっています。
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５）合計特殊出生率の推移：人口動態統計

• 合計特殊出生率とは、一人の女性が一生に産む子供の平均数。
• 柏崎市は、全国及び新潟県よりも高い出生率で推移しています。
• 柏崎市の出生率は、平成17年まで減少傾向にあり、1.34まで落ち込みましたが、
平成18年に増加に転じました。以降は概ね増加傾向にあります。
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６）柏崎市内の高校生の進路：学校基本調査

• 柏崎市内の高校卒業生のうち、約２割が就職しています。その９割が新潟県内に
就職しています。

• 高校卒業生の就職先を産業別に見ると、柏崎市の代表的な産業である製造業に約
４割が就職しています。

高等学校卒業者の進路

高等学校卒業者の進路

（新潟県内外）

高等学校卒業者の進路

（産業別）
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７）年齢３階層別人口：国勢調査

• 生産年齢人口（15～64歳）は、平成7年をピークに減少が続き、平成22年は
55,439人、60.6％となっています。

• 年少人口（0～14歳）は昭和60年以降大幅な減少が進み平成22年は11,108人、
12.1％となっています。
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８）年齢３階層別人口割合：国勢調査

• 老年人口（65歳以上）は年々増加し、平成7年に年少人口を上回り、平成22年
は24,904人で27.2％となっています。
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９）昼間人口：国勢調査

• 平成22年の本市から市外への流出人口は5,280人、市外からの流入人口は
7,221人で、1,941人の流入超過となっており、昼夜間人口比は102.1です。

• 昼夜間人口比が100以上であり、柏崎市内で就業・通学する人は8割以上となっ
ていることから、働く場や学ぶ場は市内に一定程度存在していると考えられます
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１０）就業人口：国勢調査

• 15才以上の就業率及び就業者数は、平成7年以降減少傾向にあり平成22年は
43,787人で、54.5％となっています。

• 平成7年は原子力発電所工事関係の就業者が移入したことによる増加であると想
定されます。また、就業率と高齢化率（65歳以上人口の割合）はほぼ反比例と
なっています。
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１１）産業別就業人口：国勢調査

• 第1次産業就業数は割合とともに一貫して大幅な減少が続き、平成22年は
1,662人で、3.8％となっています。

• 第2次産業就業者数は平成7年をピークに減少が続き、平成22年は15,729人で、
35.9％となっています。

• 第3次産業就業者数は平成7年以降概ね横ばい状態ですが、他の産業が減少して
いるため割合は増加が続き、平成22年は26,396人で、60.3％となっています。

• 産業構造としては、平成12年以降第3次産業へ特化していく傾向がみられます。
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２．柏崎市の将来人口の推計

１）推計の方法

• 人口推計は、コーホート変化率法とコーホート要因法を使用しています。

• コーホートとは、同期間に出生した集団のことです。

• コーホート法はその集団の時間変化（出生、死亡、移動）を軸に人口の変化をと
らえる方法です。ここでは、人口男女5歳階級ごとの5年後の時間変化を仮定し
て、男女年齢階層を積み上げています。

• コーホート変化率法は、コーホートごとの5年間の人口増減を変化率としてとら
え、その率が将来概ね10から20年後までは大きく変化しないと想定したもので
す。

• コーホート要因法は、コーホートごとの5年間の死亡（生残率）と転入・転出に
よる転入超過率（純移動率）を人口の変化要因としてとらえたものです。
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２）コーホート変化率法

• 男女５歳階級ごとの5年間の変化率を、国勢調査と住民基本台帳のデータを使っ
て、次の４パターンを設定し、コーホート変化率法で推計しました。

国勢調査国勢調査国勢調査国勢調査

� ①：「平成17年から平成22年まで」の１時点の変化率
� ②：「平成12年から平成17年まで」と「平成17年から平成22年まで」
の２時点の変化率の平均
� ③：「平成7年から平成12年まで」、「平成12年から平成17年まで」、
「平成17年から平成22年まで」の３時点の変化率の平均

住民基本台帳住民基本台帳住民基本台帳住民基本台帳

� ④：「平成21年3月31日から平成26年3月31日まで」の変化率
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２）コーホート要因法

• 男女５歳階級ごとの5年間の純移動率を、新潟県人口移動調査のデータを使って、
次の３パターンを設定し、コーホート要因法で推計しました。

新潟県人口移動新潟県人口移動新潟県人口移動新潟県人口移動調査調査調査調査

� ⑤：「平成20年から平成25年まで」の１時点の純移動率
� ⑥：「平成19年から平成24年まで」と「平成20年から平成25年まで」
の２時点の純移動率の平均
� ⑦：「平成18年から平成23年まで」、「平成19年から平成24年まで」、
「平成20年から平成25年まで」の３時点の純移動率の平均
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３）人口ビジョン策定のための２０６０年の将来人口推計の設定

• 国の「まち・ひと・しごと創生本
部」において、各地方公共団体に
対して、地方人口ビジョンの人口
の将来推計にあたっては、コー
ホート要因法を推奨しています。

• 純移動率の設定次第で推計結果に
大きな違いが出ることから、突発
的な社会情勢の影響を除くため、
1時点ではなく複数の時点を平均
して算出した純移動率を用いる推
計方法を採用します。

①～⑦の推計結果

①～⑦のうち、⑤～⑦を候補

３回平均で行った
⑦を採用

• これまでの推計結果をもとに、人口ビジョン策定にあたって、2060年（平成
72年）までの人口推計を行います。
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＜2060年までの人口推計（全体）＞

• 2060年の柏崎市の将来人口は約4.2万人に減少すると推計（パターン⑦）され
ます。
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＜2060年までの人口推計（５歳階級別）＞

• 少子化の影響により、30代の子育て世代が、減少し続けると推計されます。
• 男女ともに60代が一定数維持されるものと予想されています。
• ２０６０年には、全体的に人口が減少します。
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